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１．これまでの検討経緯

１－１ これまでの主な検討経緯

• H24 主要渋滞箇所の公表

• H25 渋滞対策基本方針（案）の議論

• H26 主要渋滞箇所に関するモニタリング

• H27 モニタリング結果、対策の効果検証

• H28 モニタリング結果、対策の効果検証、解除・追加方針案の提案

• H29 解除・追加方針に基づく主要渋滞箇所の見直し

①渋滞対策の議論

・渋滞状況モニタリング結果

・ピンポイント渋滞対策について

②主要渋滞箇所の見直しに向けた議論

・最新データによるモニタリング結果の検証

・追加・解除箇所の審議

大型店舗出店

沿道環境等の変化

道路・交通網の整備等

これまでの主な検討経緯

H30検討委員会

道路利用者のご意見

最新交通データ（ETC2.0等）
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指標① 指標②
指標③

損失時間
昼間12時間
80万人時間/年
以上

昼間12時間(7時～19時)
の損失時間

損失時間
朝(2h)、昼(8h)、夕(2h)
のいずれか
182.6人時間以上

基本指標（交差点損失時間）
による評価

損失時間が多い
ボトルネック交差点の抽出

昼間12時間の
総損失時間が多い
交差点

一部の時間において
損失時間が多い
交差点

平日ﾋﾟｰｸ時の
損失時間

指標④

1箇所 16箇所 68箇所

一方向だけでも
旅行速度が低い
交差点

平日ﾋﾟｰｸ時
最低旅行速度

休日ﾋﾟｰｸ時の
最低旅行速度

一方向だけでも
旅行速度が低い
交差点

15箇所

地域の課題を反映
するﾃﾞｰﾀによる補完

45箇所

指標①～④以外の
H21年度選定箇所

渋滞対策事業との関係と、
最新データによる
渋滞箇所の精査

特定箇所（Ｈ24年度）

１５７箇所

50箇所

-5箇所

第4回委員会意見

道路管理者・事業者等からの意見(パブコメ）、
現地の状況、最新データ

12箇所

１．これまでの検討経緯

■主要渋滞箇所は、平成24年度に特定した157箇所に対して、最新のデータにより検証を実施した結果、解除14箇所・追加
９箇所の見直しにより152箇所に変更。

指標③：平日朝2h、夕2hの平均旅行速度が一方向だけでも20km/h以下
年間損失時間が3万人時間/年km以上

指標④：休日7時～19時のうち、最低旅行速度が一方向だけでも20/km以下
の渋滞時間帯の割合が50％以上

1箇所 16箇所 7１箇所 15箇所 37箇所

解除：0箇所
追加：0箇所

解除：0箇所
追加：0箇所

解除：6箇所
追加：9箇所

解除：0箇所
追加：0箇所

解除：8箇所
追加：0箇所

特定箇所（Ｈ29年度）

１５２箇所

解除：14箇所
追加： 9箇所

１－２ 石川県の主要渋滞箇所の特定状況（国道・県道）について
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国道・県道

【渋滞多発】

【特定日に混雑】

休日における速度低下箇所

【委員会における意見】

H21年度委員会の検討による抽出箇所

【パブコメによる追加】

８８箇所渋滞損失時間が多い、または
平日ピーク時における旅行速度
20km/h以下の箇所

１エリア ２６区間 ７５箇所

主要渋滞箇所総数:１５２箇所

地域の主要渋滞箇所（国道・県道）

金沢市中心市街地エリア

石川県

1５箇所

３７箇所

１２箇所

【平成29年度（第15回委員会）特定】

１．これまでの検討経緯
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（H24：85箇所）

（H24：15箇所）

（H24：45箇所）

（H24：12箇所）

（H24：157箇所）



4

２．ピンポイント渋滞対策

【課題】

２－１ 平成29年度対策の結果【国道８号 三日市交差点】

・ 課題①：国道8号富山側の連結側道が1車線のため、滞留車両が本線まではみ出す。
・ 課題②：従道路側の停止線間隔が長く、交差点が大きい（交通処理上、非効率）。
・ 課題③：交差点が大きいため、信号切り替え時に交差点内に残った車両と横断歩行者の交錯が懸念される。
・ 課題④：金沢側の直進方向で、慢性的に混雑が発生している。

位置図 広域図

三日市
交差点至 松任駅

至 金沢

至 富山

至 福井

写真②

ビッグモーター野々市店

芝寿し

ヤマダ電機

ユニクロ野々市店

スーパーオートバックス
金沢野々市店

トヨタカローラ
石川

写真①

課題①
国道８号富山側１車線

課題③
全赤時に残った右折車両が次の
横断歩行者と交錯する場合がある

信号待ち車両が無理やり
並列しようとする

課題

課題①

課題②
交差点内の車両吐き出すため
全赤時間が長い（12秒）

課題④
直進方向が混雑

課題③

至 金沢

至 福井

至 富山

至 松任駅

写真① 写真②



交差点手前で車線数増により容量を拡大

①富山側２車線確保
（交通容量の拡大）

②停止線の前出し

③交差点のコンパクト化による
金沢側の信号現示見直し
→青時間の延長
→全赤時間の短縮

至 金沢

至 福井

至 富山

至 松任駅

・ 対策①：国道8号富山側の連結側道を1車線から2車線へ見直し、交通容量を拡大。
・ 対策②：従道路側（国道157号、(一)三日市松任線）の停止線・横断歩道の前出しによ

る、右折滞留長の延伸と交差点のコンパクト化。
・ 対策③：交差点のコンパクト化に伴い、金沢側の信号現示を見直し、青時間を延長。

【対策】

②滞留長の延伸 ②滞留長の延伸②交差点の縮小

写真①
写真②

≪金沢側交差点≫

≪富山側連結側道≫

２．ピンポイント渋滞対策
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対策前

対策後

対策前

対策後

写真①

写真②

横断歩道を前出し



右折付加車線の起点から交差点に
かけて速度が改善

至 金沢

至 福井

至 富山

至 松任駅

本線との分岐側で
速度が改善傾向

・対策① ： 連結側道の本線分岐部において旅行速度が改善し、20km/h未満～30km/h台の速度帯が40km/h
以上に向上。

・対策②③ ： 交差点のコンパクト化、信号現示の見直しにより、金沢側における直進車両の速度が改善。
急ブレーキ件数（急ブレーキ率）の減少による安全性向上。

【対策①連結側道分岐部での速度改善】

【対策②③金沢側直進車の速度改善】

※ETC2.0（様式1-2）より作成

【対策②③交差点内における
急ブレーキ件数の減少】

※全体件数：ETC2.0（様式1-2）より作成
急ブレーキ件数：ETC2.0（様式1-4）より作成

単位：件
全体 急ブレーキ 急ブレーキ率

① H29.4 3,895 1,336 34.3%

② H30.4 7,340 1,264 17.2%

3,445 -72 -17.1%②-①

【対策の評価】

２．ピンポイント渋滞対策
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31% 15% 8%

100%

46%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

対策後

(N=35)

対策前

（N=13）

20km/h未満 20～30km/h 30～40km/h 40km/h以上

37%

69%

4%

15%

16% 43%

15%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

対策後

(N=83)

対策前

（N=13）

20km/h未満 20～30km/h 30～40km/h 40km/h以上

※ETC2.0（様式1-2）より作成



対策箇所

石川県金沢市
国道８号 西念交差点（下り）
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２．ピンポイント渋滞対策

【課題】

位置図

２－２ 平成30年度対策【国道８号 西念交差点】

金沢港

西念交差点
写真

至 福井県

金沢市
金沢城

兼六園

石川県庁

金沢西IC

金沢東IC

アピタタウン金沢

石川県立中央病院

至

富
山
県

金沢市役所

広域図

※データ：H29年6月8日 7:30～8:30 CCTV観測
ランプ部走行車両643台/h
（右折401台、左折126台、直進116台）

右折

62%

左折

20%

直進

18%

※地点速度データ：ETC2.0（H28年1月～12月） N=3,292
※急ブレーキデータ（分岐部抽出）：ETC2.0（H28年1月～12月）、前後加速度：－0.5G以下

進行方向

ランプ分岐部で
急ブレーキ発生

凡 例0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

60km/h以上

40～60km/h

20～40km/h

10～20km/h

10km/h以下

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

60km/h以上

40～60km/h

20～40km/h

10～20km/h

10km/h以下

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

60km/h以上

40～60km/h

20～40km/h

10～20km/h

10km/h以下

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

60km/h以上

40～60km/h

20～40km/h

10～20km/h

10km/h以下

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

60km/h以上

40～60km/h

20～40km/h

10～20km/h

10km/h以下

至

福
井
県

至

富
山
県

至 金沢港

至 金沢駅

6割以上が右折利用

ランプ分岐部において、
20km/h以下の割合が約6割
スムーズな分岐を阻害
⇒本線まで影響

・ ランプ部走行車両の６割以上を右折車両が占め、分岐部まで滞留して直進車両を阻害し渋滞が発生。
・ ランプ分岐部において20km/h以下の割合が約6割あり、スムーズな分岐を阻害しており、本線まで影響。
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２．ピンポイント渋滞対策

●ランプ右折レーンの増設（1車線⇒2車線）

【対策】

横断図

右折レーン：追加

対策前 ：右折滞留交通：通常交通

至

福
井
県

至

福
井
県

至

富
山
県

至

富
山
県

◆右折車両が分岐部まで滞留
◆直進車両を阻害し渋滞が発生

右折レーンの増設（1車線→2車線）

至 金沢港

至 金沢港

至 金沢駅

至 金沢駅

対策後

西念
交差点



３．主要渋滞箇所について
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３－１ 今後の主要渋滞箇所の見直しについて

■最新のデータによる渋滞状況のモニタリング・検証等、渋滞検討マネジメントサイクルを継続

■各道路管理者による現地確認
・渋滞対策完了箇所（ピンポイント渋滞対策含む）における交通状況
・道路利用者団体からの意見箇所における速度低下要因の見極め

■最新データによる検証
・H29年プローブデータの整理

■検討委員会の開催
・主要渋滞箇所の見直し（該当があれば）
・渋滞対策の議論
・その他

モニタリング及びデータ整理を継続

平成31年３月


